
  

 
    
■日本一元気な愛知・人が輝くあいちづくり予算編成 [以下全て未定稿資料より] 

 大村県政2期目の平成27年度予算等を審議する２月県議会

が 25 日に開会します。委員会毎の議案説明、一般質問、議案

質疑の後、委員会審議を経て３月 20日の最終日に採決されま

す。新年度分の当初提出議案は、一般会計、公債管理等 11 の

特別会計、県立病院事業等 4 の企業会計の予算関係１６、部局 

設置条例や JK(女子高生)

ビジネスに対処した青少年

保護育成条例の一部改正な

どの条例関係 33、その他

11 の 60議案です。 

新年度の一般会計当初予算は 2兆 4,817億円、今年度比 5.1％の増ですが、地方消費増税の平年化

による地方消費税関連支出(市町村交付金・都道府県清算金等)が増えたためで実質は 2.2％の増。医療・福祉・介

護等の扶助費は子ども・子育て支援新制度移行分 89 億円もあり 206 億円、8.7％の増、社会資本

整備等の投資的経費は愛知総合工科高等学校の整備など 235 億円、9.4％の増です。歳入では県税

収入は昨年度に続き 1 兆円台を確保できる見込みですが法人二税は減収見込みで回復は途半ばです。

予算編成では基金からの繰入運用はなくしたものの、減債基金の取り崩し 880 億円、財政調整基金

の取り崩し 375 億円を計上しています。通常の県債残高は減少しているものの特例的な県債を合わ

せた県債残高(27年度末見込み額)は5兆4,152億円、県民一人当たり約72万4千円となります。 

【年間総合予算としての 15の重点施策】 

当初予算は知事選後ながら年間総合予算として 15 の施策を重点に編成されています。主にあいち

ビジョン 2020に示された重要政策課題と主要な政策の方向性と類似していますが、9産業人材・雇

用、14東三河の振興、15 地方分権・行政改革の推進が新たに位置付けられています。(以下超抜粋) 

1．中京大都市圏 

○リニア開業を見据え名古屋駅のスーパーターミナル化や 40 分交通圏

の拡大に向け鉄道ネットワークの充実・強化への調査等【0.3憶円】 

○あいち公共交通ビジョンの策定(平成 28 年度末、計画期間平成 29 年

度～33年度の 5 カ年)に向けて調査・検討【0.1憶円】 

2．産業首都あいち 

○FCV(燃料電池自動車)の普及促進のために本県独自の補助制度を創設

し(補助率：国・県で 3/4)水素ステーションの整備を一層促進等【8.9 億円】 

○新たに産業力強化推進監を配置し、航空宇宙産業国際競争力強化促進、

ロボット産業クラスター推進、都市型産業育成等に取組む【0.4 億円】 

○空港や観光地等でのあいちの地酒の販売促進支援【0.08億円】 

3．農林水産業の振興 

○名古屋コーチン、花、アサリ、抹茶等あいちの誇る農林水産物の魅力を発信、需要拡大【0.1億円】 

4．教育立県あいち、人材創造あいち 

○就労アドバイザーの配置や県内企業との連携による知的障害特別支援学校高等部卒業生の就労支援

など特別支援教育の充実【1.3 億円】 
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【平成 27年度当初予算規模】 伸率(％)  
一般会計 2 兆 4,817 億円  105.1 

特別会計    7,830 億円  102.2 

企業会計    1,669 億円   72.8  
合 計   3 兆 4,316 億円  102.2 
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水素ステーション 

稲沢ライオンズクラブ(横井会長)のメインアクト
として子ども安全フェスティバルを開催し県警の
音楽隊の演奏、清水小防犯少年団と連れ去り
防止防犯劇等を行いました。 



○ものづくり教育を推進する本県の工業教育の中核となる愛知総合工科

高等学校の整備(元東山工業高校敷地内)、来年 4 月開校【125億円】 

○子ども・若者支援地域協議会の設置促進(一宮市等 8 市で設置済)【0.04 億円】 

5．女性の活躍促進 

○女性が元気に働き続けられる愛知をめざし女性活躍企業の認証制度、

女性の活躍促進サミット、保育サービスの一層の充実等【1.04億円】 

6．子ども・子育て支援 

○企業等と連携しあいち結婚サポート事業を展開、市町村と協力してイ

クメン応援キャラバンを実施等【0.44億円】 

7．医療・福祉・健康長寿 

○がんセンターでバイオバンク事業を開始【0.97億円】 

○在宅医療サポートセンターの運営に助成し体制の充実・強化を図り自

宅で安心して医療が受けられるよう在宅医療を推進【5.08億円】 

○特別養護老人ホームの整備や認知症高齢者支援対策を推進し高齢者が

安心して暮らせる社会を実現【16.18 億円】 

8．障害者福祉・支援、ノーマライゼーション推進 

○医療療育総合センターの整備(心身障害者コロニーの再編)など障害のある人

が身近な地域で医療・療育が受けられる環境を整備【90.44億円】 

9．産業人材・雇用 

○産業人材育成課を新設しあいちの担い手育成確保推進事業など全ての

人が活躍できる愛知を目指し産業人材の育成・確保を促進【0.44億円】 

10．文化・スポーツ・魅力発信、｢あいち観光元年｣ 

○愛知万博 10 周年を記念し 9/12 から 11/8まで愛・地球博記念公園

をメイン会場に第 32回全国都市緑化あいちフェアを開催【5.2億円】 

○観光局を新設し観光戦略の策定、武将観光情報発信(東海合戦ワールド

の開催等)、なごやめし普及促進、フィルムコミッション活動支援など

『あいち観光元年』として観光振興策を強力に推進【5.3億円】 

○2020 年東京オリンピックに向けた強化指定選手の競技力強化と次世

代のスポーツ人材の育成【0.7 億円】 

11．グローバル展開 

○アジアの重要拠点であるインドネシア・シンガポール及

びインドにおいて戦略的に事業実施等【0.38 億円】 

12．防災・防犯 

○家具の転倒防止、海抜ゼロメートル地帯の防災活動拠点の調査、防災

人材の育成など第 3次地震対策アクションプランの推進【859 億円】 

○消防団カレッジフェスタなど消防団員の確保対策を推進【0.1 億円】 

○地域の防犯活動など県民が安全に暮らせる街づくりを推進【37 億円】 

13．「環境首都あいち」の確立 

○県民みんなで未来へつなぐ環境首都あいちを実現するため AEL ネッ

ト(愛知県環境学習施設等連絡協議会)を活用しながらエコアクション(環境配

慮行動)を促進【0.14億円】 

 

 

 

 

 

インタープリタ
ー (森の案内
人 )世界大会
(10/11 ・ 12) も
宜しくです！ 

 

バイオバンクとは手術や検査で採
取された細胞や血液などを体系
的に保管・管理し新しい治療法や
新たな診断法、予防法などの医
学研究に活用する仕組みです。 

「地球に食料を生命にエネルギー
を」がテーマのミラノ国際博覧会に、
愛知・名古屋の魅力を発信(8/4～8) 

国府宮はだか祭、尾張大國霊神社儺追                        神事が 3 月 3 日(旧正月の 13

日と)遅い年ですがもう間もなくです。大鏡餅つきも各地域で盛大に行われますが当日はやはり寒くなるのでしょうか。県

議会は議案説明の日ですが知事の勇姿は・・・ 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

3 月 3 日国府宮はだか祭 

5 日中学校卒業式 

6 日稲沢市議会 3 月定例会開会 

20 日小学校卒業式 2 月定例県議会閉会 

はぐみん 

15地方分権・行政改革の推進ではあいち
レポートの作成、チャレンジ枠を設けた元
気な市町村支援、大津橋分室での戦争に
関する資料の常設展(7月)などです。 

 

 

愛知県庁大津橋分室です⇒ 


